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はじめにはじめにはじめにはじめに                                                                                                             
 回転圧入式鉄筋コンクリート製立坑兼用マンホール「ＭＭホール」は平成８年に実用化さ

れて今日に至っております。 

 平成９年７月に「ＭＭホール協会」が設立され、現在１５社余りの協会員が各地に展開し、

部材の供給体制も全国規模で確立しました。 

 さらに平成１２年１１月に（社）日本下水道管渠推進技術協会から発行された「推進工法

用設計積算要領 推進工法用立坑編（平成１２年度）」（以下「積算要領」という）に、コ

ンクリート製方式（圧入構築式）（案）としてコンクリート製ケーシング立坑が小型立坑と

して採用されました。 

 また、平成１２年１２月には、（財）土木研究センターより「回転圧入式立坑兼用プレキ

ャストマンホール ＭＭホール」として土木系材料技術・技術審査証明（技審証第１２１８

号）を受けました。平成１５年３月には、接続金具を用いて部材間の接続簡略化のより施工

時間の短縮を図った「無溶接部材」を追加した建設技術審査証明 土木系材料・製品・技術

（建技審証第０２２４号）に変更しました。 

 ＭＭホール工法の積算は「ＭＭホール工法 技術資料・積算資料 第５版」により行って

きましたが、今回は、上記「積算要領」に準じて改訂を行いました。今回の主な改訂点は以

下の通りです。 

 

 １）工種・用語の変更および新設 

    「積算要領」に準拠した。 

 ２）施工歩掛りの変更 

    「積算要領」およびこれまでの施工実績を踏まえて変更した。 

 ３）施工機械として、コウワ工法機を追加した。 

 

 ＭＭホール協会では、今後とも部材の構造、品質の改良および施工技術の改善を図り、よ

り一層のコストダウンに努めてまいりますので皆様方のご指導ご鞭撻をお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【積算資料】 
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１．数量計算１．数量計算１．数量計算１．数量計算                                                                     

 

表１－１ 数量計算表 

       呼び径 

 項目 
ＭＭ１号 ＭＭ２号 ＭＭ３号 ＭＭＬ３号 備 考 

刃口外径 Ｄ１(m) 1.192 1.498 1.808 2.030  

側塊内径 Ｄ２(m) 0.900 1.200 1.500 1.700  

刃口内径  Ｄ３(m) 1.168 1.474 1.784 2.006  

側塊外径 Ｄ４(m) 1.164 1.470 1.780 2.000  

コンクリート厚ｈ１(m) 0.950  

スライム厚 ｈ２(m) 0.400  

(1)掘削土量 Ｖ１(m3/m) 1.120 1.760 2.570 3.240  

(2)底盤コンクリート量 

Ｖ２(m3) 
1.0 1.6 2.3 2.9 刃口0.9m 

(3)スライム量Ｖ３(m3) 0.3 0.5 0.7 0.9  

(4)目地モルタル量 

(側塊＋側塊)  Ｖ４(m3) 
0.00167 0.00220 0.00314 0.00354  

(5)１箇所当り溶接長 

Ｌ(m) 
1.2 1.5 1.9 2.1  

ＭＭホール壁厚 

Ｔ(m) 
0.132 0.135 0.140 0.150  

刃口厚さ  ｔ２(m) 0.012  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 2

表１－２ 数量計算表 

       号 数 

 項 目 
ＭＭ４号 ＭＭＬ４号 ＭＭ５号 備 考 

刃口外径 Ｄ１(m) 2.170 2.380 2.590  

側塊内径 Ｄ２(m) 1.800 2.000 2.200  

刃口内径  Ｄ３(m) 2.146 2.356 2.566  

側塊外径 Ｄ４(m) 2.140 2.350 2.560  

コンクリート厚 0.950  

スライム厚 ｈ２(m) 0.400  

(1)掘削土量 Ｖ１(m3/m) 3.700 4.450 5.270  

(2)底盤コンクリート量 

Ｖ２(m3) 
3.3 4.0 4.7 刃口0.9m 

(3)スライム量Ｖ３(m3) 1.0 1.2 1.5  

(4)目地モルタル量 

(側塊＋側塊)  Ｖ４(m3) 
0.00375 0.00415 0.00456  

(5)１箇所当り溶接長 

Ｌ(m) 
2.2 2.4 2.7 

 

 

ＭＭホール壁厚 

Ｔ(m) 
0.170 0.175 0.180  

刃口厚さ  ｔ２(m) 0.012  
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(1)掘削土量（１ｍ当り） 

 

4

2

11

π
×= DV  (m3) 

 

           ここに、Ｄ１：刃口外径(m) 

 

(2)底盤コンクリート量 

( ) ChDV −××=
4

1

2

32

π
 (m3) 

            ここに、Ｄ３：刃口内径(m) 

          ｈ１：コンクリート厚(m) 

          Ｃ：側壁部の控除量(m3) 

 

(3)スライム量 

4

2

223

π
××= DhV  (m3) 

            ここに、Ｄ２：ＭＭホール内径(m) 

          ｈ２：スライム厚 標準ｈ２＝0.4(m) 

 

(4)目地モルタル量（１箇所当り） 

009.0
22

2

2

2

2

4
××




















−






 +×= π
D

S
D

kV  (m3) 

 

            ここに、Ｄ２：ＭＭホール内径(m) 

          Ｓ ：目地溝幅(m)  １・２号は S=0.035、３～５号は S=0.040 

          ｋ ：ｋ＝1.8 

          目地モルタルはロス分として80％を考慮し、積算上は1.8倍の値を用いる。 

 

(5)ＭＭホール溶接延長（継手１箇所当り） 

  溶接接合を行う場合のみ、計上する。 

π××=
4

3

1
DL  (m) 

            ここに、Ｄ４：ＭＭホール外径(m) 

 

 備考：継手１箇所当たりの溶接長＝継手部周長の 1/3 

                              ＝30cm おきに 10cm 溶接 

 



 4

 

２．工事費の構成２．工事費の構成２．工事費の構成２．工事費の構成                                                             

ＭＭホールの積算は、「推進工法用設計積算要領 推進工法用立坑編（2011 年度版）」に従って

行う。資材価格、賃金などについては、以下の資料を使用した。 

 

  月刊 建設物価（一般財団法人 建設物価調査会）      以下「建設物価」と表記 

    月刊 積算資料（一般財団法人 経済調査会）        以下「積算資料」と表記 

  建設機械等損料表（一般社団法人 日本建設機械施工協会）  以下「建設損料」と表記 

 

ＭＭホール工法では、部材間の接合に溶接接合を用いてきたが、工法の簡略化のために無溶接

による接合方法を適用することにした。無溶接接合により、圧入部材同士の接合を簡略化するこ

とができる。以下に無溶接接合時の工事費について示す。 

 

適用土質は表２－１による。 

表２－１ 土質別適用表 

土質名 適用範囲 備考 

砂質土 Ｎ≦50  

粘性土 Ｎ≦30  

礫質土 Ｎ≦50 礫径200mm以下 

             備考１．工事箇所の土質区分は、土質調査、周辺工事の土質、地形等により判断する。 

         ２．土質区分は、砂質土および粘性土、礫質土とする。 

              ３．掘削断面内に異なる２種類以上の土質がある場合、土質区分別に適用する。 

         ４．土質によっては、浮力または沈下に対する検討を要する。 

 

Ａ－１  マンホール兼立坑工                                                   （１式） 

     種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

コンクリート製ブロック

回転圧入式立坑構築工 

 式      1    Ｂ－１ 

上部２次製品設置工  式      1   Ｂ－２ 

   合   計       
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Ｂ－１  コンクリート製ブロック回転圧入式立坑構築工                                （１式） 

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

舗装版破砕工  式     

試掘工  式    必要に応じて計上 

圧入掘削積込み工  ｍ    Ｃ－１ 

底盤コンクリート  箇所    Ｃ－２  

圧入掘削設備  式    Ｃ－３ 

コンクリート製ブロック  式    Ｃ－４ 

仮設ケーシング損料等  式    Ｃ－５ 

立坑水替  式    Ｃ－６ 

スライム運搬処理  箇所    Ｃ－７ 

発生土処分工  式     

路面覆工  式     

路面復旧工  式     

機械設置撤去運送費  式    Ｃ－８ 

     計       

備考１：発生土処分は、それぞれの自治体が指定する残土置き場までの距離で算定する。 

  ２：残土量は数量計算１-(1)式で算出する。 

   ３：路面覆工を行う場合、従来の角形覆工板を原則とする。円形覆工板を用いる場合は別途考慮を要する。 

  ４：管口仕上げは含まない。 

 

Ｂ－２ 上部２次製品設置工                                               （１箇所当り） 

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

蓋 受け枠とも 組        

斜壁  個        

直壁  個        

調整金具  組        

調整リング  個        

足掛け金物取付工 （MMﾎｰﾙ部材用） 個       Ｄ－１ 

蓋据付工  個      1   Ｄ－２ 

ブロック据付工  個       Ｄ－３、注１ 

埋戻し工  箇所       Ｄ－４ 

目地工  式    Ｄ－５ 

     計       

注１：ＭＭホール上部に設置される、２次製品の据付作業を指す。 
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Ｃ－１ 圧入掘削積込み工                                                 （１ｍ当り） 

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

圧入掘削積込み工  ｍ       Ｃ－１－１ 

ブロック溶接工  箇所    Ｃ－１－２ 

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ接続･撤去工  箇所       Ｃ－１－３ 

     計      〇〇m当り 

１ｍ当り      計/〇〇ｍ 

備考１．圧入掘削積込み工の数量は掘削深を計上する。 

  ２．コンクリート溶接工の数量は、ブロックの割付により、溶接接合分計上する。 

 

表２－２ 圧入掘削積込み工１日当りの配置人員（Ｍ）       (1日当り) 

種目 世話役 

（人） 

特殊作業員 

（人） 

普通作業員 

（人） 

トラッククレーン賃

料（日） 

歩掛 1.0 1.0 2.0 1.0 

 

          表２－３ １ｍ当りの標準施工時間（掘削深 H2≦10m）（ａ）    （ｈ／ｍ）     

土質名 

号数 

       砂質土               粘性土        礫質土（礫径200mm以下） 

Ｎ≦30 30＜Ｎ≦50 Ｎ≦5 5＜Ｎ≦30 Ｎ≦30 30＜Ｎ≦50 

１号 1.6 1.8 1.4 1.6 1.6 1.8 

２号 2.1 2.3 1.7 2.1 2.1 2.3 

３号 2.1 2.5 1.9 2.1 2.1 2.5 

Ｌ３号 2.3 2.8 2.1 2.3 2.3 2.8 

４号 2.5 2.9 2.3 2.5 2.5 2.9 

Ｌ４号 2.7 3.0 2.5 2.7 2.7 3.0 

５号 3.2 3.3 2.8 3.2 3.2 3.3 

 備考１．Ｎ値は最大値を採用し、Ｎ値 50 以上の土質及び礫径 200mm を超える礫質土の場合は別途考慮する。 

   ２．互層の場合は、土質区分別に適用する。 

  

          表２－４ １ｍ当りの標準施工時間（掘削深 10m＜H2≦15m）（ａ） （ｈ／ｍ）      

土質名 

号数 

       砂質土               粘性土        礫質土（礫径200mm以下） 

Ｎ≦30 30＜Ｎ≦50 Ｎ≦5 5＜Ｎ≦30 Ｎ≦30 30＜Ｎ≦50 

  １ 号      1.8       2.0       1.6       1.8       1.8       2.0    

  ２ 号      2.4       2.6       1.9       2.4       2.4       2.6    

  ３ 号    2.4       2.8       2.1       2.4       2.4       2.8    

  Ｌ３号    2.6       3.2       2.4       2.6       2.6       3.2    

  ４ 号    2.8       3.3       2.6       2.8       2.8       3.3    

  Ｌ４号    3.1       3.4       2.8       3.1       3.1       3.4    

  ５ 号    3.6       3.7       3.2       3.6       3.6       3.7    

  備考１．Ｎ値は最大値を採用し、Ｎ値 50 以上の土質及び礫径 200mm を超える礫質土の場合は別途考慮する。 

   ２．互層の場合は、土質区分別に適用する。 
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表２－５ クラムシェル、トラッククレーン規格 

種目  

 

  内径 

油圧式クラムシェル 

テレスコピック式 

クローラ型（平積） 

 

トラッククレーン賃料 

１ 号 

0.20m3 
油圧伸縮ジブ型16t吊 

２ 号 

３ 号 

Ｌ３号 
0.30m3 

４ 号 

油圧伸縮ジブ型25t吊 Ｌ４号 0.40m3 

 ５ 号 

 

表２－６ ブロック溶接延長               （１箇所当り） 

号数 １号 ２号 ３号 Ｌ３号 ４号 Ｌ４号 ５号 

溶接延長(m) 1.2 1.5 1.8 2.1 2.2 2.4 2.7 

 

表２－７ ブロック溶接工歩掛    （10m 当り） 

種目 世話役 

（人） 

溶接工 

（人） 

歩掛 0.23 0.46 

 

                表２－８ 仮設ケーシング設置・撤去工歩掛       （１箇所当り） 

種目 単位 号数 

１号 ２号 ３号 Ｌ３号 ４号 Ｌ４号 ５号 

世話役 人 0.21 0.23 0.25 

特殊作業員 人 0.21 0.23 0.25 

普通作業員 人 0.42 0.46 0.50 

圧入機運転費 時間 0.50 0.67 0.76 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ賃料 日 0.21 0.23 0.25 
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Ｃ－１－１  圧入掘削積み込み工                                            （１ｍ当り） 

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

世話役  人 M×a/T    

特殊作業員  人 M×a/T    

普通作業員  人 M×a/T    

圧入機運転費  時間 a   単価表－１ 

クラムシェル運転費  時間 a/1.6   単価表－２ 

トラッククレーン賃料   ○○ｔ吊 日 M×a/T   表２－５ 

給水車運転費  時間 a/1.6   必要に応じて計上 

諸雑費  式 1   端数処理 

     計       

備考１．Ｍ：１日当りの人員配置（表２－２） 

  ２．ａ：１ｍ当りの施工時間（表２－３又は表２－４） 

  ３．Ｔ：圧入機の運転日当りの運転時間＝6.0 

 

Ｃ－１－２  ブロック溶接工                                           （継手１個所当り） 

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

ブロック溶接工  ｍ    C-1-2-1,表2-6 

     計       

備考１．ブロック溶接工は、溶接接合を行う場合のみ計上する。 

 

Ｃ－１－２－１  ブロック溶接工                                            （１ｍ当り） 

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

世話役  人    表2-7 

溶接工  人    表2-7 

諸雑費  式    備考 

計      10m当り 

１ｍ当り      計／10m 

備考１．諸雑費は､溶接棒､アセチレンガス､酸素､溶接機損料､溶接機運転経費等の費用であり、労務費の 

合計額に 20%を乗じた金額を上限として計上する。 

  ２．溶接は継手周長の 1/3 で、30cm おきに 10cm 溶接を行う。 

 

Ｃ－１－３  仮設ケーシング設置・撤去工                                   （１箇所当り） 

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

世話役  人    表２－８ 

特殊作業員  人    表２－８ 

普通作業員  人    表２－８ 

圧入機運転費  時間    単価表－１ 

トラッククレーン賃料 ○○ｔ吊り 日    表2-5、表2-8 

諸雑費  式 1   端数処理 

     計       
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Ｃ－２ 底盤コンクリート                                                 （１箇所当り） 

     種  目    形状寸法 単位   数量  単価  金額    摘  要 

底盤コンクリート打設工  ｍ3     C-2-1、表2-9 

計        

 

表２－９ コンクリートの使用量（１箇所当り） 

号数 コンクリート量(m3) 

１ 号 1.0 

２ 号 1.6 

３ 号 2.3 

Ｌ３号 2.9 

４ 号 3.3 

Ｌ４号 4.0 

５ 号 4.7 

  

                    表２－１０ 底盤コンクリート打設工歩掛      （10m3当り）     

種目 世話役 

（人） 

特殊作業員 

（人） 

普通作業員 

（人） 

コンクリート 

（ｍ3） 

歩掛 0.29 0.29 0.58 10.4 

 

Ｃ－２－１ 底盤コンクリート打設工                                       （１ｍ3当り） 

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

世話役  人    表２－１０ 

特殊作業員  人    表２－１０ 

普通作業員  人    表２－１０ 

コンクリート  ｍ3    表２－１０ 

諸雑費  式 1   備考２ 

計      10ｍ3当り 

１ｍ3当り      計／10ｍ3 

備考１．コンクリートは地下水位以下の掘削に伴い、水中での打設になるため、30-18-20（25）の配合 

       が望ましい。地下水位より高い位置で打設する場合は、別途考慮する。 

  ２．諸雑費は、トレミー管、シュート・ホッパー損料等に関する費用であり、労務費の合計額に４％ 

       を乗じた金額を上限として計上する。 

 

Ｃ－３ 圧入掘削設備                                                   （一式） 

     種  目    形状寸法 単位   数量  単価  金額    摘  要 

機械設置撤去工  回     Ｃ－３－１ 

機械退避・再設置工  回     Ｃ－３－２ 

機械移設工  回     Ｃ－３－３ 

計        
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設計・積算に当たっての注意 

 (1)機械退避・再設置工は道路解放時、圧入機の撤去が必要な場合に計上する。 

 (2)機械退避・再設置工の回数は次式により計算する。ただし、小数点以下は切り捨てて整数とする。 

   なお、道路制約条件等により、これにより難しい場合は別途考慮する。 

 

n=
�����������

	
 

 

 

             ここに、ｎ：機械退避・再設置回数 

          Ｔ1：機械設置撤去時間（2.6 ｈ） 

          Ｔ2：圧入掘削積込み時間（Ｈ2×ａ ｈ） 

              Ｈ2：掘削深（ｍ） 

              ａ ：１ｍ当り施工時間（ｈ／ｍ） 

          Ｔ4：底盤コンクリート打設時間（Ｖ×0.2 ｈ） 

              Ｖ ：底盤コンクリート量（ｍ3） 

          注：溶接接合を行う場合は、接合時間として T3:溶接長 L×0.2ｈを考慮する。 

 (3)機械移設工は同一場内で立坑築造に必要な設備を、次の立坑に移動する場合に計上する。 

 

      表２－１１ 機械設置撤去工、機械退避・再設置工、機械移設工（１回当り） 

工種 

種目 

 単位 機械設置撤工 機械退避･ 

再設置工 

機械移設工 

世話役 人 0.33 0.23 0.25 

特殊作業員 人 0.33 0.23 0.25 

普通作業員 人 0.66 0.46 0.50 

圧入機運転費 時間 2.6 1.80 － 

トラッククレーン賃料 日 0.33 0.23 0.25 

トラック･トレーラ運転費 日 － － 1.0 

 

                表２－１２ トラッククレーン規格 

号数 １号 ２号 ３号 Ｌ３号 ４号 Ｌ４号 ５号 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ型25t吊 油圧伸縮ジブ型35t吊 

 

           表２－１３ 号数とトラック、トレーラーの運転時間   （時間）              

号数 トラック(4t積) トラック(11t積) トレーラ(25t積) 

１,２,３,Ｌ３号 1.0 1.0 － 

４,Ｌ４,５号 － － 1.0 
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Ｃ－３－１ 機械設置撤去工                                               （１回当り）    

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要      

     

   

世話役  人    表２－１１ 

特殊作業員  人    表２－１１ 

普通作業員  人    表２－１１ 

圧入機運転  時間    単価表－１、表2-11 

トラッククレーン賃料 油圧伸縮ジブ式

○○ｔ吊 

日    表2-11、表2-12 

諸雑費  式    1   端数処理 

     計       

備考 立坑１箇所毎に１回計上する。 

 

Ｃ－３－２ 機械退避・再設置工                                             （１回当り）   

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要   

     

     

     

世話役  人    表２－１１ 

特殊作業員  人    表２－１１ 

普通作業員  人    表２－１１ 

圧入機運転  時間    単価表－１、表2-11 

トラッククレーン賃料  日    表2-11、表2-12 

トラック･トレーラ運転  時間    単価表－３、表2-13 

諸雑費  式    1   端数処理 

     計       

備考１．道路開放時、圧入機等の撤去が必要な場合に計上する。 

  ２．トラッククレーンで移動できる範囲および自走できる範囲に仮置き場が必要である。 

  ３．仮置き場が確保できない場合は、別途運搬回送費を計上する。 

 

Ｃ－３－３ 機械移設工                                                 （１回当り）   

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要  

  

     

     

   

世話役  人    表２－１１ 

特殊作業員  人    表２－１１ 

普通作業員  人    表２－１１ 

トラッククレーン賃料  日    表2-11、表2-12 

トラック運転  時間    単価表－３、表2-13 

諸雑費  式    1   端数処理 

     計       

備考１．同一場内で立坑築造に必要な設備を、次の立坑に移動する場合に計上する。 
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Ｃ－４ コンクリート製ブロック                                             （１式）       

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要  

   刃口  個     

坑口取付壁  個     

直壁  個     

ケーシング接続金具  個       

     計       

備考 ケーシング接続金具は、組合せの最上部に位置するＭＭホール直壁と仮設ケーシングの接続に用いる 

カラーであり、立坑１ヶ所につき１ヶ計上する。 

  

 Ｃ－５ 仮設ケーシング損料等                                           （１式）        

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

仮設ケーシング損料 Ｈ＝1000mm 個     

仮設ケーシング損料 Ｈ＝1500mm 個     

仮設ケーシング損料 Ｈ＝2000mm 個     

     計       

備考１．仮設ケーシング合計長は、圧入機のチャック位置を考慮し、２次製品合計高さよりも 1.5ｍ程度長 

    く設計するのがよい。また仮設ケーシング合計長は長くとも 3.0ｍ以下となることが望ましい。 

 

Ｃ－６ 立坑水替                                                      （１式） 

   種  目   形状寸法 単位   数量  単価  金額 摘 要 

うわ水排水工  箇所      Ｃ－６－１ 

排出水処理費  ｍ3      必要に応じて計上 

     計       

 

     表２－１４ うわ水排水工歩掛   （１箇所当り） 

種目 世話役 

（人） 

普通作業員 

（人） 

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ賃料 

（日） 

歩掛 0.15 0.15 0.15 

 

Ｃ－６－１ うわ水排水工                                               （１箇所当り） 

     種  目    形状寸法 単位   数量  単価  金額    摘  要 

世話役  人      表２－１４ 

普通作業員  人      表２－１４ 

トラッククレーン賃料 油圧式4.9t 日   1    表２－１４ 

諸雑費  式       備考２ 

     計       

備考１．地下水位以下の掘削に伴い、水中でコンクリートを打設する場合に計上する。 

  ２．諸雑費は、発動発電機運転費及び潜水ポンプ・ポンプの配管材料の損料等の費用であり、労務費 

       とトラッククレーン賃料の合計額に 13％を乗じた金額を上限として計上する。 
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Ｃ－７ スライム運搬処理                                                   （１式） 

     種  目    形状寸法 単位   数量  単価  金額    摘  要 

スライム処理工  箇所      Ｃ－７－１ 

スライム処分工  ｍ3    Ｃ－７－２ 

スライム処分費  ｍ3    発生したｽﾗｲﾑの汚泥

処分場への持込費用 

     計       

 

           表２－１５ 標準スライム処分量      （１箇所当り） 

号数 １号 ２号 ３号 L3号 ４号 L4号 ５号 

スライム処分量(ｍ3) 0.3 0.5 0.7 0.9 1.0 1.2 1.5 

 

                     表２－１６ スライム処理工歩掛  （１箇所当り）  

種目 世話役(人) 特殊作業員(人) 普通作業員(人) 

歩掛 0.15 0.15 0.30  

 

Ｃ－７－１ スライム処理工                                             （１箇所当り） 

     種  目    形状寸法 単位   数量  単価  金額    摘  要 

世話役  人       表２－１６ 

特殊作業員  人       表２－１６ 

普通作業員  人       表２－１６ 

諸雑費  式    1   端数処理 

     計          

備考 地下水以下の掘削に伴い、水中でコンクリートを打設する場合に計上する。 

 

Ｃ－７－２ スライム処分工                                                （１ｍ3当り） 

     種  目    形状寸法 単位   数量  単価  金額    摘  要 

汚泥吸排車運転費  日       単価表－４ 

強力吸引車運転費  日       単価表－５ 

特殊強力吸引車運転費  日       単価表－６ 

     計        10ｍ3当り 

   １ｍ3当り           計／10ｍ3 

備考１．汚泥吸排車、強力吸引車の使い分けは、表２－１７による。 

 

表２－１７ 立坑深さと種別 

種 別 立坑深 Ｈ(m) 吸引能力(t/h) 

汚泥吸排車 Ｈ≦7.0 10 

強力吸引車 7.0＜Ｈ≦10.0 25 

特殊強力吸引車 10.0＜Ｈ 50 
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スライム 10m3当りの運転日数 

（汚泥吸排車 3.1～3.5t車・強力吸引車 4.5t車・特殊強力吸引車 4.5t車） 

積込機械・規格 汚泥吸排車・強力吸引車・特殊強力吸引車 吸入管径 75mm 

運搬機種・規格 汚泥吸排車 3.1～3.5t 車・強力吸引車 4.5t 車・特殊強力吸引車 4.5t 車 

ＤＩＤ区間：なし 

運搬距離(km) 2.2 以下 4.3 以下 7.5 以下 12.7 以下 24.4 以下 41.3 以下 60.0 以下 

運搬日数(日) 2.1 2.4 2.7 3.3 4.1 5.1 7.0 

ＤＩＤ区間：あり 

運搬距離(km) 2.1 以下 4.1 以下 7.0 以下 11.6 以下 20.3 以下 32.6 以下 60.0 以下 

運搬日数(日) 2.1 2.4 2.7 3.3 4.1 5.1 7.0 

備考 １．上表は、スライム 10m3を運搬する日数である。 

   ２．運搬距離は片道であり、往路と復路が異なった時は、平均値とする。 

   ３．自動車専用道路を利用する場合には、別途考慮する。 

   ４．ＤＩＤ（人口集中地区）は、総務省統計局の国勢調査報告資料添付の人口集中地区境界図による 

ものとする。 

   ５．運搬距離が、60kmを超える場合には、別途積み上げとする。 

 

Ｃ－８ 機器設置・撤去輸送費                                                    （１式） 

     種  目    形状寸法 単位   数量  単価  金額    摘  要 

機器輸送費  式    1   Ｃ－８－１ 

機器積込み積卸し  式    1   Ｃ－８－２ 

      計          

 

Ｃ－８－１ 機器輸送費                                                       （１式） 

     種  目    形状寸法 単位   数量  単価  金額    摘  要 

１号～Ｌ３号 

11t積トラック 
（１台往復） 

台    2    

25t積トレーラー 
（１台往復） 

台    2    

４号～５号 

25t積トレーラー 
（１台往復） 

台    2    

32t積トレーラー 
（１台往復） 

台    2    

     計          

 

Ｃ－８－２ 機器積込み積卸し                                                   （１式） 

     種  目    形状寸法 単位   数量  単価  金額    摘  要 

世話役  人   0.5    往復 

特殊作業員  人   0.5    往復 

普通作業員  人   1.0    往復 

トラッククレーン賃料 油圧式○○ｔ吊 日   0.5    表２－１２ 

     計          
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Ｄ－１ 足掛け金物取付工                                                   １個当り 

    種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

普通作業員  人   0.05    

諸雑費  式       

     計          

備考 足掛け金物部材は、ＭＭホール部材価格に含まれる。 

 

Ｄ－２ 蓋据付工（受け枠とも）又は調整コンクリート据付工                    １箇所当り 

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

世話役  人   0.07    

特殊作業員  人   0.07    

普通作業員  人   0.14     

モルタル工 配合1:2 ｍ３  0.009    Ｄ－２－１ 

トラッククレーン賃料 4.8～4.9t吊 日   0.07    建設物価 

     計          

 

Ｄ－２－１ モルタル工(1:2)                                            １ｍ３当り 

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

普通作業員  人   1.30    

セメント  kg   720   建設物価 

洗い砂  ｍ３  0.95    建設物価 

     計          

 

Ｄ－３ ブロック据付工                                      １個当り 

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

世話役  人   0.11    

特殊作業員  人   0.11    

普通作業員  人   0.22     

モルタル工 配合1:3 ｍ３  0.005    Ｄ－３－１ 

トラッククレーン賃料 4.8～4.9t吊 日   0.25    建設物価 

     計          

 

Ｄ－３－１ モルタル工(1:3)                                            １ｍ３当り 

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

普通作業員  人   1.10    

セメント  kg   530   建設物価 

洗い砂  ｍ３  1.05    建設物価 

     計          
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Ｄ－４ 埋戻し工                                                １箇所当り 

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

埋戻し土 埋め戻し用砂 ｍ３      建設物価 

埋戻し工  ｍ３      Ｄ－４－１ 

     計          

備考 購入砂の数量は、土量変化率を考慮し埋戻し数量の 1.33 倍とする。 

 

 

Ｄ－４－１ 埋戻し工（人力投入・タンパ締固め）                            １ｍ３当り 

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

普通作業員  人   0.03   タンパ締固め補助 

普通作業員  人   0.23   埋戻し、敷均し 

タンパ転圧工  ｍ３    1   Ｄ－４－１－１ 

     計         

 

Ｄ－４－１－１ タンパ運転工                                           １ｍ３当り 

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

特殊作業員  人   1.00    

ガソリン  ﾘｯﾄﾙ   4.65   建設物価 

機械器具損料 60～100kg 日  1.00    建設損料 

諸雑費  式    1    上記合計の１% 

     計            １日当り 

   １ｍ３当り               計／33.0 

 

Ｄ－５ 目地工                                                  １式当り 

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

目地工（部材目地部）  箇所      Ｄ－５－１ 

     計         

 

Ｄ－５－１ 目地工（部材目地部）                                        100 箇所当り 

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

世話役  人      表２－１８ 

普通作業員  人      表２－１８ 

モルタル工 配合1:2 ｍ３      表2-18、Ｄ－２－１ 

     計         

１箇所当り         計/100 
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                表２－１８ 目地工（部材目地部）歩掛        （100 箇所当り） 

種目 単位 号数 

１号 ２号 ３号 Ｌ３号 ４号 Ｌ４号 ５号 

世話役 人 2.6 4.2 4.7 4.95 5.2 5.45 5.7 

普通作業員 人 25.6 41.8 46.5 49.0 51.5 54.0 56.4 

モルタル工 日 0.16 0.22 0.31 0.36 0.38 0.41 0.45 

 

単価表－１ 圧入機運転１時間当り単価表                                       

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

特殊運転手  人   0.15    

燃料費 軽油 ﾘｯﾄﾙ      0.175×kw 

圧入機損料  時間   1.0    

諸雑費  式  1    

     計          

 

単価表－２ クラムシェル運転１時間当り単価表                                       

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

特殊運転手  人   0.17    

燃料費 軽油 ﾘｯﾄﾙ      0.175×kw 

機械損料  時間   1.0    

諸雑費  式  1    

     計          

 

表２－１９ クラムシェル運転１時間当り燃料費 

号数 １～３号 Ｌ３～４号 Ｌ４～５号 

バケット容量(ｍ3) 0.2 0.3 0.4 

機関出力(kw) 41 64 104 

軽油(ﾘｯﾄﾙ/hr) 7.2 11 18 

 

単価表－３－１ トラック（４ｔ）運転１時間当り単価表                                       

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

一般運転手  人   0.21    

燃料費 軽油 ﾘｯﾄﾙ   6.9    

機械損料 4～4.5t積 時間   1.0    

諸雑費  式  1    

     計          
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単価表－３－２ トラック（１１ｔ）運転１時間当り単価表                                      

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

一般運転手  人   0.21    

燃料費 軽油 ﾘｯﾄﾙ   13    

機械損料 11t積 時間   1.0    

諸雑費  式  1    

     計          

 

単価表－３－３ トレーラー（２５ｔ）運転１時間当り単価表                                     

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

一般運転手  人   0.16    

燃料費 軽油 ﾘｯﾄﾙ   18    

機械損料 25t積 時間   1.0    

諸雑費  式  1    

     計          

 

単価表－４ 汚泥吸排車運転１時間当り単価表                                       

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

一般運転手  人   0.15    

燃料費 軽油 ﾘｯﾄﾙ   7.2    

機械損料 3.1～3.5t積 時間   1.0    

諸雑費  式  1    

     計          

 

単価表－５ 強力吸引車運転１時間当り単価表                                       

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

一般運転手  人   0.20    

燃料費 軽油 ﾘｯﾄﾙ   7.4    

機械損料 4.5t積 時間   1.0    

諸雑費  式  1    

     計          

 

単価表－６ 特殊強力吸引車運転１時間当り単価表                                       

     種  目    形状寸法 単位   数量 単価(円) 金額(円)    摘 要 

一般運転手  人   0.18    

燃料費 軽油 ﾘｯﾄﾙ   9.5    

機械損料 4.5t積 時間   1.0    

諸雑費  式  1    

     計          
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